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高知県東部の年間降水量が 4,000 ミリを超える、日本屈指の多雨地帯を流れる奈半利川は、源流域で「日

本 3 大美林」の一つといわれる魚梁瀬杉の美林が形成され、その豊かな水量から、鮎をはじめとする魚類

が豊富に泳ぐ自然豊かな河川でした。 

急峻な流域地形、多雨に伴う豊富な水資源を有することから、戦後の高度経済成長時期に上流域にダム

群が建設され、発電用水の取水が行われており、中国・四国地方の産業発展に寄与してきました。 

しかし、それらダム下流域では、洪水時に発生した濁水の長期化や、発電用水の取水に伴って減水区間

になっていることから、魚類の生息環境が悪化するなど、地域にとって問題となる河川環境への影響が発

生し、改善を望む声が強く寄せられてきました。 

このため、高知県では、特に問題となっている平鍋ダム下流の減水区間（L=14.0 ㎞）において、河川の

水量及び水質を改善し、濁水の長期化を軽減することを目的として、平鍋ダム上流の支川（小川川）から

清澄水を取水し、ダム直下に放流させる「清水（せいすい）バイパス」の建設を発電利水者と共に進めて

いくことにしました。 

 

清水バイパス建設に向けた取り組みは、平成２８年度から、国の社会資本整備総合交付金により事業化

され、本年度からは、最上流部に位置する取水施設の工事に着手する予定です。 

本年 4 月には、魚梁瀬杉を搬出するために設置されていた、奈半利川沿いなどの魚梁瀬森林鉄道跡が、

文化庁の「日本遺産」に認定されました。これを機に今後は、「森林鉄道から日本一のゆずロードへ～ゆず

が香り彩る南国土佐・中芸地域の観光と食文化～」というテーマに沿って、地域の魅力を発信する大きな

取り組みが、地域や県をあげて加速していきます。 

清水バイパス事業が完成し、下流域をダムのなかった頃の奈半利川の自然豊かな環境に近づけることで、

奈半利川や、日本遺産の文化財を観光資源とする関連施設の収益の向上や、本河川を代表するアユ漁への

好影響、また地域住民の河川とのふれあいの機会が増えることによる地域住民の河川愛護意識の向上など

が期待されます。 

県では、これらのストック効果の発現や地域の課題解決に向け、本事業の早期完成を目指し、全力で取

り組んでまいります。 

奈半利川（本川）と小川川（支川）の合流付近 
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高知県の東南、室戸岬の近くに位置する北川村は、村の中央には南北に奈半利川が流れ、周囲

を山林に囲まれた自然豊かな小さな村で、日本でも屈指のゆずの産地です。その芳醇な香りと良

質なしぼり汁は高級料亭でも高く評価され使用されています。 

本村のゆず栽培は、昭和 40 年代から本格的な栽培が始まり、果汁販売などの加工仕向けが主

ですが需要が高く、また、日本で初めて青果をＥＵへ輸出（H24）するなど積極的な取組を行っ

ています。 

本村の人口は、昭和 30 年の 4,578 人から奈半利川電源開発事業の最盛期であった昭和 35 年に

6,000 人にまで増え一時電発景気に沸きましたが、その後、ダムの完成、国有林事業の統廃合等

による人口移動に加え、地場産業の衰退により平成 27 年には４分の１以下の 1,294 人にまで減

少しています。 

この人口減少の負の連鎖を断ち切るため、平成 19 年に”ゆずの振興なくして地域の振興なし”

という基本姿勢のもと、本村がゆずの産地として今後進むべき方向性を「ビジョン」として取り

まとめ、生産者、農協、民間企業、行政が協力して、具体的な対策を行ってきました。そして、

このビジョンを確かなものとしていくため、国や県の地方創生の動きとも連動し、また、それを

追い風にして、本村の取組を加速するため、平成 27 年 12 月に「北川村まち・ひと・しごと創生

総合戦略」を策定し、”村に住み、村で生活可能な収入を得られる農業（ゆず）の構築”を基本

目標に掲げ、村の存続をかけて、全力で取り組んでいるところです。 

また、本村には、世界に二つしかない「モネの庭」、利用者の方々からその良質を高く評価し

ていただいている「北川温泉」、江戸時代に参勤交代の道として使われた「野根山街道」、坂本

龍馬の僚友、中岡慎太郎を紹介する「中岡慎太郎館」など、様々な観光資源があります。特に、

「北川温泉」は現在リニューアル中であり、来年４月にオープンを目指しています。是非、北川

村にお越しいただいて、その魅力を感じてもらいたいと思います。 

今回、清水バイパスの事業化ということで、長年、地域の課題であった、奈半利川の水質が改

善され、アユ等魚類の生息環境・河川環境の改善が図られることにより、地域住民が河川への親

しみ、ふれ合う機会も増え、また、観光施設等への入込客が増加し地域経済が活性化していくこ

とを期待しています。 

 

           【ゆず】                 【モネの庭】 


